
 

 

Our Mission: “To empower future mindful leaders 
who will flourish in and enrich a global society.” 
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Sooke Summer 
Program 2022 

 

バンクーバー島での 5 週間のホームステイでは、20 世紀のカナダの歴史を学び、BC
州の卒業必須科目である「Social Studies 10」の単位を取得することができました。 

 

放課後は、生徒達はホエールウォッチング、マラハットスカイウォーク、ミニ
ゴルフなど多くのアクティビティに参加し、BC 州での生活やレジャーを実感
できました。 



 

 

 

  

Hello! My name is Mr. Livio Santi. I am from Cape Town, South 

Africa. I recently moved to Osaka after living and working in 

Bangkok, Thailand. I have been a math coordinator for the past 5 

years and in my 8 years of teaching, I have taught all the way 

from kindergarten math to grade 12 Calculus. 

I am very adventurous, love sport, exploring nature and cannot 

wait to learn more about Japan and start this new year with the 

OGCIS family. 

New math teacher 

Program 2022 

 

留学中、キャリアライフ教育の授業の一環として、生徒たちはブリティ
ッシュ・コロンビア大学（UBC）、ロイヤルローズ大学(RRU)、カモー
ソンカレッジの大学キャンパスを見学しました。OGCIS では、カナダ大
学への進学準備も行っており、BC Global Education Program の奨学
金を獲得することも可能です。 

 

 

スークでの 5 週間、生徒達はカナダ人家庭でホーム
ステイしました。ホームステイ先では、重要なコミュ
ニケーションスキルを学び、オールイングリッシュな
環境で生活することができました。新しい文化を体験
するだけでなく、個人の責任感も育まれました。 

Camosun College Tour 



 

 

 Changes to BC Curriculum 
Background 背景 

真実、和解、反人種差別に対する BC 州政府のコミットメントの一環
として、教育省は、卒業要件の一部として、先住民族に関する必須単
位を導入する予定です。この新しい要件は、教育部門のこれまでの取
り組みに基づいて、先住民族の内容を幼稚園から高校までのカリキュ
ラムに統合し、生徒が先住民族の視点、歴史、文化に対する深い理解
と知識を持って卒業できるよう支援するものです。 

 BC First Peoples 12 とは 

この授業では、BC 州の先住民の歴史と文化に焦点を当て、異なるアイデンティ
ティ、世界観、言語などを紹介します。また、ヨーロッパの植民地主義が BC 州
の先住民の政治的、社会的、経済的に与えた永続的な影響について勉強します。
また、自治、リーダーシップ、自己決定を通じて、BC 州の先住民が現在進行中
の植民地主義にいかに挑戦し抵抗し続けているかを取り上げます。 

Orange Shirt Day & National Day for Truth and Reconciliation 
オレンジシャツデーと真実と和解の日 

毎年 9 月は、OGCIS では「オレンジシャツデー」と「真実と和解の日」に合わ
せてイベントを開催しています。このようなイベントは、先住民族が自分たちの
文化を捨て、ヨーロッパ系カナダ人の文化に同化することを強制された先住民寄
宿学校制度についての認識を深めるために重要なものです。オレンジシャツデー
のモットーは「Every Child Matters」（すべての子どもは大切である）であり、
特に先住民の子どもたちへの影響を理解するのに役立っています。 

Why teach Indigenous education in Japan?  
なぜ日本で先住民教育をするのか？ 

日本には、深い文化がありますが、多くの先住民族は独自の文化や言語を保護する
特権が与えられていません。教育と理解は、消滅の恐れがある知識を保存するため
に不可欠な部分です。また、OGCIS の生徒は、BC 州ならではの授業を受ける良い
機会でもあります。豊かな文化、歴史や慣習を学ぶだけでなく、世界中の人々に影
響を与える現代の問題を理解する機会にもなっています。 

Phyllis Webstad 

An Ainu man in traditional dress 

Gitxsan First Nation longhouse 


